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中庭の〝洗心の泉〟に薄黄色の睡蓮の花が咲き誇っています。
うす き すいれん

クロード・モネは睡蓮を好んで描いたことで知られていますが、水面に映し出
み な も

された睡蓮の影が創り出すもうひとつの世界に魅了されていたと言われています。

睡蓮の花言葉は〝信じる〟 。１学期も３分の２が過ぎました。自分のこれまでの取り組み

を信じて前へ進めば、きっと新しい世界が開けるはずです。

◆活動の様子と予定(5/18～6/21)

５月１８日（月） ３年:聴力検査（～２１日） ６月 １ 日（月） 地域一斉清掃

５月１９日（火） ２年:内科検診／１年:小中連絡会 ６月 ２ 日（火） ３年:内科検診

５月２０日（水） ３年:第１回復習テスト／生徒集会 ６月 ３ 日（水） 音楽集会

５月２２日（金） １年:耳鼻科検診 ６月 ５ 日（金） メディアリテラシー講演会

５月２５日（月） 前期読書旬間（～６/５） ６月１０日（水） 生徒集会

５月２６日（火） １年:高遠フィールドワーク ６月１１日（木） 全校歯科検診（前期）

５月２７日（水） 校長講話（人権学習） ６月１２日（金） １年:ＳＯＳの出し方教育講座

前期人権学習強調月間（～６/２６） ６月１５日（月） 計画休業

５月２８日（木） １年:学校心臓検診 ６月１７日（水） 学校公開日②／学年学級Ｃ
コミユニティ

５月２９日（金） 運動部壮行会／検尿二次 ６月１９日（金） ２年:性教育講演会①

５月１９日（火）、１年生の小中連絡会がありました。入学して２か

月、中学生として元気に活動している姿を小学校６年時の担任の先生

方に参観していただきました。参観後の連絡会では、小学校の先生方

から「いきいきと授業に取り組む姿が素晴らしかった」「グループで

積極的に学び合う姿が良かった」といった声が寄せられました。また、

２６日（火）には高遠フィールドワークが実施されました。「た…楽しく学

び／か…活動して／と…友との絆を深め／お…思い出をつくろう」をテ

ーマに４月から準備を始め、一人一人が自分の役割を果たすとこで学

級や学年の結束を高めることを目的とした行事でした。協力してオリ

エンテーリングや野外炊飯に取り組む姿、課題をクリアして仲間と喜

びあう姿、作りあげたカレーライスを笑顔でほおばる姿に、１年生の

これからの確かな成長を感じることができました。

５月、２年生が職場体験学習に向けての学習を始めました。人は

何のために働くのか、将来どんな働き方をしたいのか、そのためには

どのような進路があるのか、そういった問いに対し、実際に〝働く〟

体験を通して考えていくことがこの学習ねらいです。職場体験学習は

７月２２日（水）・２３日（木）です。

また、５月２０日（水）には、３年生が第１回復習テストに挑みま

した。テストも進路実現に向けての大切な過程のひとつです。日々の

学習に加えて、計画的な復習を心がけていきましょう。第２回復習

テスト及び１学期期末テストは来週２４日（水）です。
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５月２９日（金）、運動部壮行会が開かれ

ました。激励の拍手が響く中、ユニフォーム

姿で堂々と入場した選手の皆さんと、それ

を全力で応援しようとする全校の皆さんと

が対面し、体育館は熱気に包まれました。

部長一人一人からは「支えてきてくれた方

への感謝を忘れず、一丸となって全力で戦

います」「信明中学校の名前で出場する最

後の大会、後悔しないように最後の瞬間ま

で頑張ります」など、力強い発表がありました。

また、生徒会長からは「これまでの練習は裏切り

ません。最後となる大会で悔いのないように全力

で楽しくプレーし、ラストチャンスをつかんで来

てください」、教頭先生からは「仲間とともに流

してきた汗や涙は必ず力になります。仲間の思い

を背負う誇りある選手として、堂々と戦ってきて

ください。健闘を祈ります」と、激励の言葉があ

りました。最後に、体育応援委員のコールにあわ

せ、体育館中に響き渡る〝フレーフレー信明〟

や〝今ぞ燃ゆ〟で、選手に熱いエールを送りま

した。６月６日（土）の中信大

会を皮切りに、今、運動部の皆

さんの熱戦が続いています。

６月１日（月）午後、地域一

斉清掃が行われました。各地区

に分かれて活動し、１時間ほど

気持ちの良い汗を流しました。

地域の方が加わってくださった

地区もあり、交流を深めること

ができました。地域に支えられ

ている学校として、ささやかでは

ありますが、恩返しをすること

ができたのではないでしょうか。

６月、信明中学校は前期人

権学習強調月間を迎えていま

す。人権学習の始まりにあたり、

校長先生に右のようなお話をし

ていただきました。強調月間を

通し、相手を思いやる想像力を

培っていきましょう。

★最近、本校の生徒の行動について、地域の方から感謝の連絡をいただきま
した。転倒した高齢の方を見守りながら大人に助けを求めた生徒や、道に迷っ
た高齢の方に長時間付き添ってバス停を探した生徒がいました。どちらも相手
を思いやり、行動に移した素晴らしい姿です。★今日は人権について、特に「い
じめ」について考えてほしいと思います。全国のいじめ認知件数は年々増加し
ています。その背景には、平成26年の「いじめ防止対策推進法」があります。

現在は、身体的な被害がなくても、ネット上での書き込みであっても、相手が苦痛を感じればいじ
めと認知されます。重大な場合は犯罪行為となることもあります。★例えば、友達の写真や動画を
加工してからかったり、危険な行為を無理にさせたり、仲間同士で特定の人を笑いものにしたりす
ることはどうでしょうか。また、「仕返しだから」「ただのけんかだから」と暴力を振るうことは許され
るでしょうか。大切なのは自分ではなく、相手がどう感じているかという想像力です。自分は冗談
のつもりでも、相手にとっては深い傷になることがあります。★覚えておいてほしいことは、いじめ
はどの学校にも起こり得ること、いじめられる側に原因があるという考え方は誤りであること、そし
て内容によっては法律に触れる行為になることです。★学年が上がるにつれて、いじめの認知件
数は減少する傾向があります。これは、仲間との生活を通して心が成長し、思いやりや判断力が身
についていくからだと考えられます。最初に紹介した生徒たちも、そのような心の成長を積み重ね
てきたのでしょう。★最後に三つお願いがあります。一つ目は、友達を大切にし、相手を思いやる
気持ちをもつこと。二つ目は、自分がつらい思いをしているときには勇気を出してSOSを発信する
こと。三つ目は、いじめを見かけたときに、自分に何ができるかを考えることです。★「バラのとげ
の痛みは、指に刺さった者にしか分からない」という言葉があります。心に刺さるとげも同じです。
何気ない言葉や行動が、誰かを深く傷つけることがあります。相手の気持ちを想像し、思いやりを
もって行動できる信明中学校をみんなでつくっていきましょう。（抜粋）


